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事 業 報 告 書 

(令和 2 年 4 月 1 日から令和 3 年 3 月 31 日まで) 

 

○事業の概況 

 令和 2 年度の夢京橋あかり館の入館者は、59,041 人（前年比 63.9％、33,303 人減）、年間売上

高は、21,912,109 円（前年比 71.2％）、1 人当り購入額は、1,818 円（前年 1,538 円）、購入率は、

20.0％（12,051 人／59,041 人）となった。 

また、海外観光客入館者は、238 人（前年度比 10.9％、1,940 人減）、免税売上は、0 円（前年

213,075 円）で渡航規制による減少が顕著になった。 

2 階まちなか博物館の入場者数は、有料観覧者数 334 人、ひこねイイチケット利用者 6,175 人、

無料観覧者 497 人の合計 7,006 人と大幅な増加となった。博物館ショップの売上高は、863,962

円（前年比 76.5％）、１人当たり購入額は、1,568 円（前年 2,321 円）となった。 

キャンドルクラフトの利用者数は、200 人（前年度比 67.8％）、売上高は、253,573 円（前年比

74.7％）となった。 

 このように、新型コロナウイルス感染症の影響で、夢京橋あかり館全体の入館者数、売上高と

も、前年度の数値を大きく下回る結果となった。 

「土産の基本は地産」の考えのもと、「地元産品製販プロジェクト」を進めてきた。地域資源の

活用であらゆる「物」や「事」を観光資源として活かして地元産品を商品化することで地域にお

ける商品調達率を高め地域内の観光収入を増やすことに努めてきた。 

これらの地産商品が、あかり館の収益の柱となるように育て、「彦根土産」としての知名度を上

げ、登録商標の「彦根桜」の普及に努める。 

昨年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で、売り上げが大きく減少したが、引続き地元産

品の企画・商品化を行い、来場者の購買意欲を高めるとともに、観光客の増客を図る取組を進め、

売れる売場作りと商品構成、地産商品の充実に努めたい。 

 
















